
0285-2861

之ar
よ~-ぇ

No104

ISSN

•.•

,
••••

宇宙科学研究所

1989.11

•

、

•

•回

-海王星日米共同観測をおえて

宇宙科学研究所河島信樹

〈研究紹介〉

ボイジャー

ポイジャー 2 りーが海王町一に it1接近したときには地

球からは丁l皇太、I'洋地域でしか観測て'きないとい

う肝速がこの ilt ill な機会を守えてくれた。

~~X; Jl! 探作機がfJ<: ~~の袋f«Hニ [III I) こんだときにt12

4庄は ~3lJI，大気や'也部長雨の7 ラ丈?てづ心庄が曲がる

ことなどを利用するオカルテーション笑験は. I) 惑

ぷや川の大気の構造 II) :'.1\ 111 ，の;江骨 If 附の桃造

Ill)必出のリングの中， Yi·j i! IV) ~3JI\ のiT!:1 J7E数の

決定を日 (I(J として行われ.いままでにも:'.1\ if 探脊

が行われる J主に安定伎の高い時計 (USO) をもっ

た探作機では数多く行われてきた。しかしわが国

では初めてで，特に人原初jめてのiIii王Jj'の探脊に

参)JIIできることは願ってもない機会となった。今

l!!lの jU.;J研究の王目的は. FIUI のか1mアンテナの

信号と NASAがキャンベラ{オーストラリア)にも

っている 70m?;"'- テナの伝ちをIiねあわせ. if，止!

星の大気の拠泌くまで探作できるかという新しい

IO}J18 lJの車 II. 'j ・ Hi ステーションの科学利用に

|則する lEI 際会議の {Hi 昨IHI で 2 階のロビーのテレ

ビに人だかりがしている。のぞいてみると被告の

生々しい映像が映しだされている。 I也記 4だといワ。

どこ? サン 7 ランンスコ ・ I ". ibi...E)1' オカル

テ-/ョン実験のポイジャ-~11.~庄科 "'I チームのデ

夕検討会議は地心 μ」の U山之 H似』以ωiけI地也の J近旦〈のスタン 7 才

一ド大=学 f芋二てで"二干 r

していたときだつた。国 f' :，Eが地区の s~ 円て。あった

ので命拾いをしたといえようか。会議は急拠ジェ

y ト{j Ut 研究所てす品 lかiLることになり. II 米から

fJ J1 YI のデ -J 解析の討 f* を持ち寄って活発な議論

が1i われた。

ところで句このポイジャー日米共 '.;Joti 法科ザ尖

験的訴がもち上がったのは， n支ハレー探有で rli

'Ii:した 'j ・宙研の探作機〔すいせい〕を 1'.l!った太陽

オカルテーンヨン実験を行っているときだった。
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式みである。

すでに 8 月 25 日の尖験が成功慢に行われたこと

は 9 月号で報特したが.その後データ解析は順調

に進んでいる。ボイジャーの信号は J '!"i且て F も 41 時

JHJ 以上かかる遠方からやってくるので始ど雑音に

飽きれている。その中から{ロ号を取出 Licl 号の周

波訟を決定するのが研究の宇ー重要な作業である。ま

ず，地上の計測系であるが.ボイジャーからの 1M"

号 (2 ， 290Mllz の7イクロ波)を 20kHz を小 'L イこし

たオーディオ信号に問波数を落として，そこで 80

kHz でディジタノレ信号に変換する。その際に SIN

(雑音に対する信号の it) を良くすること，周波

数の安定刊をポイジャーの時計(U SO) の粕 1Jl:で

ある 10- 12 よりよく保つことが地上系での放も最安

な準備作業であった。この背労話は糾をあらため

て高野助教授と山本助手にお願いするとして，こ

うして得られた伝号は雑音のなかから制りを取り

:B すよく拘 l られた高速 7ーリエ変換 (FFT) の子

法で行われるが， I) データ III が大 til- て'あるため

データ圧縮を必要とすること可 II) 問波数が l時 H lJ

(1'1 に変化しているのでそれに追随した解析 i去で問

波数分解能と時間分解能を同時に得られる千法を

開発すること(ステアリング)， III) 軌道)、気や

電離層など未知のハラメータを設適化して決定す

ることがこの解析の霊安な1::;tである。データ解

析としては探有機の軌道決定と同じ作!立に数学的

にも興味のある領域である。随分いままでに行わ

れた加には解析法がまだ昨立していない部分が多

いところが魅力である。いままでに得句れた iii! 烹

阜の大気の構造を図 3 に市したがすでにメタンの

芸の下約 5 パールのところまでの解析か行われた a

円図的 64m アンテナで観測したのは Sーノ〈ノドで.

ASA のキャンベラの 70m アンテナは 5日〈ンドの

ほか.オーストラリアの，、 -7 ス天文台と一緒に

それより iJH その知い Xーバンドの波を受ねした。笑

は， X パンドの jj が信号の強度が ~~l いが，指 111 1刊:

がよいためにポイジャーの安勢制御がうまくいか

なかったり大うえが予想と j主っていると電波をはず

す恐れがあった。実際には姿勢制御もうまくいき.

大気も予想とあまり金わらなかった。探-I t機の出

カ';lOXーノ〈ンドがはるかに強いのでデータの伐の良

いX バンドのデータには， S バンドのデータは一

般的にはかなわない。第 1 段|栴の解析では I' IIJI の

口献て"きるところは少ないなと少々がっかりして

いたが.請さに判 1i!J]して大公的奥深くは Xーバンドは

吸収が多くて 5ーバンドが主役になることが分かり.

またキャンベラのデータが必ずしも完全でないこ

ともあって臼聞のデ-;'がクローズア y プされて

いる。今 1111 の共同研究的主 Ii (I') である臼 i刊のデー

タとキャンベラのデータを重ねあわせの作業も III 自

制にはじめられており，これによってこれまでの

よ::F..1 j1 までの探査では伴られなかった沖 f一匹阜大公

のJ)H ?i'くまて'拘 l ることができ主に隠れて比えな

い外惑星の大気桃造の解明に好ワすることができ

る。

ポイジャー LI 本共同電波科学実験は.わが凶初

めての外惑 J/ 探脊への参 1111 と超法距縦通信校柿 Iの

ME 立の両面で大いにイ 4 官、議であり.また NASAI I!I J

む問|祭協力が友好 (I'j かっ効果的に行われた HWIJ と

して大いに評価している。↑ lf しむらくは，様作機

がアメリカのものであったニとで，これをぬにし

て大引の惑星ミ '1:.-' ョンて'わが国が II/:!再のリーダ

ーシン 7 がとれる時代が早〈実現して欲しいもの

である。

同際協力としては規模は小きかったが.このな

かでいくつかめれつ'いた山を述べておきたし υ

J I'しが持ってきたオカルテーション III データ取

仰ンステムはよ Lるからに古くさいもので J ・'il i6Jf

が今回の~に新設したデータ取符ンステムと， If; べ

てみると.一見現イ 1ーの H ヰとの技 l~i 製品の桁去を象

徴するようなものであった。放も端的に現れてい

るのが MT で十'市研のはカートリソジ式でポン

と入れればそれて'終わリ， 30 分にー凶かけかえれ

ばよし、。それに対して JPL のは.テープを一々へ

y ドを辿してかけなければなり主 u 、 1-- に日分に一

回かけかえる必要がある。しかしこれを lji ，に日本

の I: 業主 1品の技術総廷を不している好 WI] として "i

づけてしまっていいのかと考えさせられた。確か

にJPL がもってきた計算機は宇宙研が EXOS-A ，

B時代に使っていたものよリも古い。 'j-:'I出附では

。
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-,t 77· -，t フのンステムをもっていなかった。それ

に反して 1 1'1.は.全てのサブシステムに付して先

全に 2 .iJ1のパァ 77 〆 7 の f..j.;制力、できていた。 ;11，

当 r. のポブは何ヵ、起こっても IL分以内に似 III させ

ることかできるといっていた 尖際に l'lu\(こ近い

リハーサル (0 11.1')のときに火をふいた機器があ

ったが、ー~一分のロスでパ γ タアソフ内へ切り{'}

えた 我が凶の利， :t?If.j Jl! はこの|イドほど舶かに火

tllがなくすすめられているが.二れから科 '~f: (tf.j !I~

が100応円以 l かかる 1/'~1~になったとふいままで

のようなパ γ クアァフあるいは'Jl:kI宣に刈する 4

え }j でよいのか大いにえになったのは与えすぎで

あろ 7 か? かわしま・の~)~き)

それすらすでに紛てられている。故近の''j': '1ーは童文

年 iiI)のマイコンすらr'iくて使う気がしないと不満

をいつが機械ぱかリがどんどん進み人t:\ Jがそれに

使われて鋭 1; されその '11mに成*が上がってい〈ょい

ということはないだろうか 12斗.いや')巳際に f1

句れたのはもっと， I，いボイジャ-l/';械のコンヒコ

ータがあれどけの仰jさをしているのをみると我々

はもうー J£tふりかえ勺てみる必裂があリそ 7 であ

る。

もう一つ今 [ulの JU ，i) :J<:!!t主で考えさせられたこと

611 かに 'j:HilJIの装~は析しくて fa 軒(11: tI~'.Sか

ったとはいえ.今 III 紀にはもうー肢と機会のない

海jC l，H菜食に付してテ-5'取得ンステムはめどパ

Ii ,

ポイジャー海王星探査図 1
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お知らせ)i()i()o(_)i()o(_)i()i(m)i()i()i()i()i()o()i()i()i()o()o()i()i()o(~

大気圏シンポジウム I I 宇宙輸送シンポジウム

日 II寺平成え年 12H 19 日伏) I I R 時 平成兄年 12)J 251:l(JJ)

場所宇宙科学研究所4'館 2 階会議場 I I場所宇宙科学研究所本館 21;背会議場

開作せ先 宇宙科学研究所研究協 JJ.，*共同利用係 0427(51)39JJ (内 2234 .2235)

合人事異動

発令年月日 氏名 異動事項 現(旧)駿等

(配置換)

1. 11 大級 I~J 光 半而輸送研究系教 t~ 東 J;.;k 学生産技術研究所附胤先端京村問先研究セノタ 教tz

食ロケ y ト・衛星のスケジュール( 12 月・ 1 月)

12 月 月

5 10 15 20 25 次} 5 10 15 20 25 以)

M-3511-5
.mil:オベ フライトオベレ ション

ー一→
(K5Cl Y (KSC) Y

再4'紺l ワライトオへ

5-310-20 口一一一 [1
(K5C) y

5-520-12

。哨(制一合限わ一 肱せ}

ド1 4'制l

一一仁コ

ダイアナ計11ii] 、

K5C)

ど，--手て*ベンシ Jレロケットホ殿堂入り砂

問時 AS 11
t語 JJ (表紙カ y ト、撮影前山酬I))

てとと三ぷノ 先般ワンントンのスミソニアン航

雫宇宙博物館から ii，柑lがあり.わが[IIのロケ y ト

開発に先縦をつけた「ペンンルロケット」を|悶l 同

物館の7 ランク・ウィノタ -t# 上あて i基リました。

rへン ....， Jレ」は閥知の辿リ.脳卒1130年 4 月に初め

て報道公i羽試射された [til圭 I.8cm ， 長さ 230mのダ

ブJレベ ス推栄町テストロケ y トで.当時東京大

小生産技術所の糸川教U: を 'I' ，r:.、とするロケ γ ト・

グループが.市士紡'晶、(附( Uill!自動iFの 'iii 身)の

協 )Jのもとに〉し成した，わが同国{本ロケ y トの疋

tJlです。寄附に当たって.ペンンノレの 1.If.史的位 irf

づけとその後の東大字'tti研.ヰー'由科'子研究所が引

き誕生、、 1..:'1刈体ロケ y トのあゆみを記述した説明書

を if;えました。

スミソニアン博物館はいわば吋'出|制発の殿堂年

ともいうべき博物館で.宇宙科学における氷年に

わたる努力が朝iいられたものとして，秋楽教政(写

点)ともども附係省は苓んでいます。展d、の H 取

りは今の所不明ですが，ワンントンのショーケー

スにお U 比えしましたら.またお知らせします。

(的川森山)

*M-3SI卜5号機の総合・地上系オベ

10 月 23 1:lから. I1)J7I:lにかけて，僚記オベが，

KSCて'行われた総合オペはー俗峨制御機終的チ

エ y クを全アクチュエ-11 J止び制御電子部を合わ

せて II うものである。また，これと並行して.ロ

ケ y ト搭i除機器/土び各地上機慌の千エンタを li う。

M-3S11 ンリーズも 5 号機と>;.. I).各J! f とも子↑l' t

れた進行で句順調にチエ， 7 を終え， IIH23 日か

ら始まる.組み立てオペに臨むこととなった。

(中谷一郎)

4-



合 TM-800TVC真空燃焼実験終了 (NTC)

M ロケソトあ 1. 2Eiの 2 ;J、液体un射批 JJ }j1;'1

:I n Jll1 ll.ITVC のunMW として ilI して iii いて米た 7

レオノ 11'llh(CBr [-'， -CBrl ・ 2 )は，近 1fr': ，'j] 村 j、%

のオゾン MW 主I')l 物Jet として H1';lii. されている 1リrla'l 判

定7 ロン・ハロンの-Hiであることから.その裂

Jl!:.11£川か[Jil際 (1(1に厳しく規制されつつあります

この動 rill に岡山首して. j': '!.i i科す研究所は 114B，の

1止 III を l， '·ml ・白発 Inに 'j' 11 する意向を件ち.前年

度までに広範な ~nli訓 ~t と小引モータによる制御

)J 特1'1 比較。l式験によリ、過li;~~ffi<ナトリウム(No

C10., )5 ;， °0 ノ'J( ir~江主( "~ffl、 S PS5) を代作吋tMI<f.: 1艮 ~11i

に jlf/1::しました

今 Inlの燃焼実験は. ')£111 モータに近い tQ絞めモ

-7 を I小、てJ. IT\'C ..A験を行い‘ 'k機M-13. ~ト

23に適川した場合的 S ('55の耐Ii卸力特刊を守 1141む

との，{itを It牧の|で把似するのが.その一t 目的て'

した

fJ'、“AモータTM-ROOTVC (万六 I )(;I.ニのけがJ

のために特に設μ| ・製 f1 された M-23の~!J泌耐火脱

g1の燃"式 I，l/J_n モータでしたが.ケース断熱材には

発'1;，'，1'1一物 'i'tのアスベス l に nえてアラミド級制i を

充Jtnした EPOM系イノシュレ -7 付. jfL?iに (H1

¥'I~ ・J IJllllj で!}2ボされる lfJg 燃述 内'品}主インハルス

特刊を指 [II] した im: ~m の20°0 1\ 1 充明日 Tド B系コン

ホジソト jll 必<i Ii ffl ・ B ('-21 川 J )という担 i，f;材を十五

川しました。

この ~Iij 刊誌の心火・燃焼村刊句 jfi' j並刊能.およ

びこれによるスロート・ 7 ラファイト. FHP 'J~ノ

ズル ライナ 新ケース・インンユレータ付のIii

.rt村刊の l制作が、 都 2 の s式店主rJ Ii) でした。

101-116n の;正験、"，円は. タイム・スケジュール

l人l て'の f';; 屯に 同 III を冷やしましたが. J勺Lに f'Y ，

か 5 分;'1れの II U.~35 '7j- /.i 火により尖験は実行さ 1し

モータの山火'l'!\焼は正常て. T\ 'C 装前 i の11ω~ L

)f:全て'し た( .り)'f 2I, 45点 lニ JIi.ぷ高 dl·;t!I].光学観

測もすべて完全に行わt し LlT VCanl御 )J特刊.モ

-7 ，iM.'it'l に IRJするの:なみなテータを取{~f. して T

M-ROOTVCfe' ，"燃焼実験は /;Iiml のU( I() を i主成しま

した

その I去のデータ解析によリ‘ SP55の制 j/[1)Jt'i

刊.は 114 B2 と較べて大きく劣るものでなく. IU 十

町t射体として'土問化か nf 能と 'l'I ，i!されました 新

拡張について L. その出 z刊能を附認すると JI、に.

さらなる改良の指針が得られました

<....:iN 明i 弘)

写真 f

写真 2

phu



*MUSES-A対ロケット噛合せ

M-3S11-5 号機の機休噛合せとこれに搭， 1& され

る MUSES-A の総合試験が， IHj して行われてきた

カヘ 10)J2 日{布17 とロケソトの宇万戸hili となる刈ロ

ケ y 卜 l噛令せがImJ;.f;された。'7JJ~ーのように MUS F.

S-Aは，無4ff!!A (郷 (CF}{ I' ~~KM-M (jll しダ E

ー)の卜に搭松され， 10)J3tl動作チェソク， タ

イ 7チェソ:7， コ 7 ノト v レベノレチエ， :7, 4 日/

ー丈フェアリング HW け. 5 日ノ ズ7 .Lアリン

グをかぶった状態での動作チエ， :7といずれも作

業は 1[1凡測に進み. jJ ち卜げに向けてのハードルが

また一つクリアされた。ロケ， I は今後!順次 K S

C に送ら it. 総合オペ.紅liLてオペ，フライ l

オペへとなだれこむが. i:7jll~ は今後も振動試験.

軌必空試験を合め.今年 -j+ 相似 IJ;( て日の総合試験

が品 iけら fl る。(J~十~ fl>~ "M.)

E

*M-3S11-5 姿勢制御系試験

来年 l 刀に 11 ち上げを予定している M-3 S11-5

号機内姿勢 ilil Ji，削 l 系的試験が. JOHJJtl から. 13n

にかけて行われた。この試験は. II~測体f~ .t}t試験

仰にある 3 糊モ-;/ヨンテーブルを用いて j j うも

ので、 J品，I主制の市III卸'au 部 (CNE) のハ ド.ソ

フトの機能チェ y クを行うことを半な口町J とする。

モーンョンテーブノレトーに設出したCNEからの制御

信号を人))として.テーブルを 3 期111111 ' ) に駅 jF})す

る。このとき.風や十))J!:IJ i.~'張主どを人fl て.判1'1

を訓べることができる。今凶新たに)JIlわった、ロ

ードリリー7機能も含め.ぷ試験は順調に終わリ，

次のステッ 7 として，総介試験に進むこととなっ

た。(巾谷-UII)

*IFSUSS開かる

さる 10) I17tl から J 9tl まで守山判。γ研究所にお

いて， ，*')60名(っちカナダ ヨ一口， '、 アメリ

カから 22 :1'， )の山町をえて、 IFSUSS (卒出 Jμ也

利ザ利用 l Ei際 7~ ーラム)が|羽 fii: されたの

まず令休会議では‘ NASAの 'I 市基地同がさる

7)I に利成したヰ'白ステーンヲン 1 Jl- ·J 発計伊I[のは[(，

し楽とその作成泊料に Wlj 'Kして. NASA'I 市 )M也

勾の 1£1 際協力および件乙/に "I する態度が強〈批判 l

され.そのことを組行とする決議が係択された。

この見山し来は、 1990 -40伎の宇山ステーンヨン|則

i単位引の査定古 li が世:)!'前 1 を j、恥 iに卜 1111 ることを子

比して N!Y II i\ Jに刊られたもので凶ある。それは r*，正

'('i7'J 'I'j[ !i J，;£されても IJ fI ，t スケジュー/しの巡礼は lilH ，

|以 Ii にIiめる」ことを 1，~4: fiJI としている。その

ため，ス子ーンヨ/の機能が版中|にさ tし特に H

?fill 究のための施設としての nlit が片しく H，下し

た。その」‘その見[Iiし奈が他の協力機関にヰ II ，淡

なく CJ i\ S i\内部の組織で行われたため.不 II山が問時

発したものである。 NASA はその後協力機闘との

訴しイぃ、を行っているが. N i\ S!\'-i 筒 Ji;J也)Il jへの

不信!\i. 14 は払 JA されていない。

なお町会休会J&に続いて、いくつかの分科会が

m·J かれ，料 cf: fl') ・技術的説組についても検討を h

った。(的川泰立)

-6 ー



同ら止の

基Fら
イネの浮いた話

大阪市立大学理学部保尊隆享

成長している刷物休を秘たえると，やがて誌は

l二 hに句また fl{は下方に 1[\1111 L. 土下方 rllJ に沿っ

て成長するようになる。主力 J:II，切と l呼ばれるこの

現象は.地球 l て村1物が豆)) 1i1Ji散を!必'豆 L. j.L:7干

することを世11主主に司、している。設力!罰刊は，刷物

が l 下の取Ii也を持った独特の形態を紺持 L. 先j舛'

よく fHから水や無機栄養を l吸収し，また裁でjtfT

jι を行うために .ill安な役割を*たしている。こ

のような刷物の形態形成をうた際に判っているのは。

側々の制胞を取リ問んでいる細胞映である。

今から数億年前に初めて水中より|訟に|二がった

刷物は. 1g の車力に打ち勝ってその休Hill を H止つ

ため， ~Dll討な細胞慌を村つことを余儀なくされた。

陣上刷物の細胞以は，その後. 1g の寸、での進化

に1'1' って 5b主 L. lJi.拍では. -;\";い til';物の乾J(·:I:: の

20%以1::，成長した組物のそれの半分以上が細胞

l:Jて")1 められている。今でも.水生!i(!物むと\水

'I'と陀上とで全く怯j立のi主う細胞慣をつくる仙物

が比ら H る。 WIJ えば. lit上で成長したイネの幼:ttl

靴(万必k) ががっちりとした細胞笠を持つのに

付して守 水 Eヰ中|ドz て

は r叫i唱り<. ~j~jI..、。水中でイヰ J)1%相がひ切な細胞監

を村ち、細長く fIJI長するのには，同ま京やエチレ/

などのガスの濃度もザ:~~~しているが，少主くとも

一古[jは、水中て(())のため電力刺激が悦滅される

ことによると考えられている。

刷物の品川包 V;~は，セルロースと?卜 I) ';;クスと

がヰ;体 (I')に組み合わさった惚維な防法をしている

(図)。セルロ スは.お h いに木索結介により繊

維状と〈ょうたβ 1， 4 グル力/分子の*である。

h ， マトリ y クスは. j並々なやF 町lの多札，If. fJH タン

ハク'1'1. 7 ェノーjしなどからなる集合体である。

水'I'で '1:.t1'したイネ !'Jrf，(:;，Y.j'jの細胞 Uit では. 自給と

して制II胞 l:lt，m，.!1tを立;える七ノレロース，あるいは，

細胞町を力 enl'Jに強聞にする働きをしている制I タ

ンパク質や7 エ/レラ般などのマトリンクス成分の

Aiが少なしこれらの成分の作成の抑制が部くりり

し、細胞引の形成と|民l係しているものと iii 察される。

さて，微小~力i現地である 'J':'di'半 n，lj において.

fli'i.~，却はどのよ-) ~: 形 fiE:を乃ミすの fごろフか。リ '3iV iI主

制胞 I:tt を形成することを忘れて.>，句山りとげか

れっぱなしになるのだろうか。処士。ながら，千 'IJ I

でイネの成長を調べた{刊はなし、。しかし，こi・宙船

内で ffてられたエンドウやオー l ムギ主どの細胞

Illt::では，セルロースやリグニンの IIIが減少してい

た。このような結果は.細胞岱形成に及ぼすill))

刺激的杉料の大きさを lり J tif，(に 'I 、している。両者の

WI 係をさらに明らかにするため，引き続いて宇'd.i

並びに J也J 尖l験を制み草ねる必裂があろ 7 。

ごf: 'I山で，リ虫問な細胞情を持つ必要がなく立った

刷物は，余った-H機物質をどのようなI'j II'J に使 7

のだろうか。もし。それが Itl' I尚組織に品、相される

のなら，刊物の生産仙を大きく Ir'LI させることが

できる。イネは. )也」で，車内し、っ In'Hr にデノ

プンを 7li' えた討 i! 礼その穏を意らして， 10 力との

さりぎりのバランスをとっている。宇宙ではもっ

ともっと JI えることができるはずである。水'I'で

tJて句 Hたイネ丹生えの Will)' らも明らかなように‘

刷物の微小重力に刈する適応能力はかなり犬きい。

'j.:'ri :j における刷物の未米におおいに WI 待できそう

である。(はそん・たかゆき)

気中(を)及び水中(右)で生育したイネ芽生え

、も

j¥
)/

植物細胞壁の構造模式図

-7 ー



A主義 L'i ｣_
マドリッドのプレゼント

田島道夫

10月初旬に?ドリ y ドでl羽目1: されたヨーロ γ ハ

ヰ:Yk~1!:似会議に出 I，W した。 9 月下旬まで1:14'で聞

かれていたこつの半導体|剥係の[£11努会議のjill'函に

併わり.そこでオープニングの招待講演時をづ|き

'主けたために.心身ともに彼労凶悠 L. 山発 III Iii!

になっても波航できるかどうか覚つかない状況だ

った。しかし 7 ドリ y ドのプラド美術館には私

の，忘れられない思い山があり‘どうしても再訪し

たいという執念で旅立った。

その思い山とは.十数年前の初めての海外旅行

で7 ラドへ立ち寄ったとき，ベラスケスの rlf 女

たち J とゴヤの「銃殺」の絵で受けた感動だ。 Hlj

者 l立小さな特別室に民不してあり句通常の絵の鑑

賞法のほかにもう一つの楽しみ hがある。それは.

晶い) i旦ると E五カ fあって， その wこIl~して *1 を}止る

と.ベラスケスが絵を Iiぃ、ていた 17 世紀の向延|人 l

に自分がいるかのような釦%に|出るというものだ。

それはこの訟の』けらな雫間桃!止のぬせる業である。

その銃はノトさく.カ テ/の陰にあって U :iT.たな

いが .;;t の好きな人は知 l っていてこの鑑賞位、を楽

しんでいるそうだ。ある絵陥きさんからこの見方

を教わり，体験したとき. ~;くて感受性的強かっ

た店、は全身が謀えた。 r またあの体験ができる」

店、の心はときめいていた。

?ドリソドに壬 II おした頃.体調は良くなってき

た。はやる心をJf ll え，まじめに鞠から晩まで会 l~

に山ていた。そのうち、会議参加昌一の中でフラド

に行った人が何人かでてきたロその人 i主に例の討

をしたが，どうもはっきりした返事は返ってこな

い。会議の最終日.似を >HI けて，この訴に興味

を持たれた U先'I の奥隊とー絡にいよいよフラド

へ行った。

'r':I;: たち J は .r( かにあった。しかしあの部

屋ではなく大部屋に他の絵と一緒に展示されてい

た。二.三の係 nに件ねたとニろ，スペイン人特

有の税切さから来ると ι巴、われる噌 I高まなそうな表

的でこう返答してきた。「ニ i週間前に移したんです

よ。皆.前の方がいいって言ってるんだけど.ポ

8

スの命令だからllhないんて寸ー J r今度来られるl時

にはまた以っていますよ。あの部屋に。きっと」

絵の:Hi Hl'r しさは変ら主いのだが.何だか非常に残

念で.力が抜けたように主った。とは言っても，

この絵の魅JJ は 31一級であり，川 I) 際にまたこの

部屋を訪れた。絵に別れをfkすげた iゐ昔日Ii!の出 u

のところで奥械に「残念でした jJJ と振リ向いた。

その時である。期lせずして，その絵が速くに， l

1主あの銃を通してみた時のように比えた。そして.

あの~I日lがよみがえり. .('1.は 17世紀の宵，江内へ」

わっと I吸い込まれた。これはほんの一瞬であった

が，大きなプレセ'ントて'あった。

7 ドリ y ドでは、 もつ つ大きなフレゼントが

あった。それは先の円本の flit際会設で知リ合った

スペイン人の友人の案内で、 ゴヤのエッチングの

オリジナノレ・プリントを人千できたことだ。ゴヤ

は店、の 11止も好きな II川家で， その友人と百円が合い司

彼は親切に私にこの機会を与えてくれた。lJ7.版保

存のため，ニれが入千のラス i チャンスとのこと

で そのプリントも故後の 2 枚のうちの l 枚であ

った。この刊品Lt. コ'ヤの代ぷ刊の っとされて

いる風刺 I~ii ンリーズ『きまぐれ」のうちの l 枚で.

日本でもゴヤ腿などで説しまれてきた名門である

口 市茶飯の一位向を，人 IHJのむの拠ほにメスを入札

て表現した内容の深い刊品で弘ある。いって'I， H き

な1I.'fにゴヤの絵が}よられるとは夢のようて'ある。

現イ1-.，伏い我家のどこに飾ろうか店、集中だ。

〔追記〕 尖は.フラド美術品'(t·U~に rt\ 女たち」

の展 'J、方法について Jじに戻す隊司 j; 昭!ilいの手紙を

出していた。この原杭を:~き終えたところに.て

L 、ね L 、な返~~がlr~ l-、た。それによると，あの村日I)

EE は環境1(11 ・安全面を改善するため改装中であリ.

それがl円み次第，絵を疋どおりにするそフだ。た

だ L. 美術書店を訪れる人の地力IIのため.銭念なが

らあの鏡はもう，白!けないだろうとのことである。

(たじま・みちお)



_d_;:::::-.(戸、\

1もき長宙 略語のしおり (1) 宇宙研のロケット全般

宇宙研の歴史の'I'では数々のロケッ|が生まれ

てきました。ペンンル.ベイビーはともかく.大

まかに云うと K (カ γ 、)， L(ラムダ). M (ミュ

ー)と i並み.そiLと耳I)に単段式のロケ γ トの系認

があります。ところがその名林のj ，J け}jには 3 何

mあり.そう附叩ではありません。代表WI]をとっ

て以下に解説します。

ABC

(1) K-9M-80

W M-4S-3

n) S-520-10

のように井くと， AJ)'[は機体の系列， BJ1iはその

系列の 'I' での特定の機Hi， CI買はその特定の機雌

の和II昨伺的機体かを不します。

特に問題なのは B Iiiです。(I)は K 明ロケットの

型ですロ 9Mの9は K !f~の 9 得 LI の形式てeあるニと

をぷし、 MI;l: Med 山 m Performanceの M です。他

に I.ow ドerformunceの9 しもあリました。 ζ の'~'~

の r， f司、をもっロケ y 卜は K-9Mがづ[;且した今.もう

ありません。 (21はし M }~I~ ロケ I [の Y11J です。 4 S

の4 は 4 ↓止式を不L.. S はあ4¥止に tR '~'~モータを刷

いたことと人 I >i:Ul，(の打上げをbI il'J としていたこ

とから Spherical ， Satelliteの双 h を j在ねて件lい

られました。 I. I~t.! ロケ γ トでも B Jl' iが段数及び14

1殺を市すという ιj';'M\ は[，iJ じです。

ニれらと全く越さを拠にするのが(:l)の単段式の

系列です。 Amの 5 は Singleの5 で iji·f1式という

形式を店、昧L..そして Bmは機体のm孟520mm をぶ

しています。(I I, (2)で， AI貨の K. し Mが第 l 段

，Ii径がそれぞれ420 ， 735, 1400mmて'あるニとを .\J

P;f<1一るのとは Iド怖が Y/:.· っています(ただし K につ

いては後期!のみこの， Id 千)。余 J主ですが， 520 の20 に

特り IJ 主芯叫ょがあるのではなし内僚をキリ良< 500

mm としてスタ 卜するのですが， ii生μ| を J止めると

外ff には端数がついてしまうということです。こ

の系列て， JJ!，川されているむのには S -310 もありま

す。 1血に 'M ，立式て 1山町 J している L のに MT-135が

あります。先に BfJ~された M'I、の場合には気象観

測刷 (Meteorological Test)であることから MT

とさ Iし後続的中段式1;1:汎用として中に S とされ

ました.

M ロケット(ミューかエムか.その時の気分で

我々はあまり欠にしていません)は， M-4S , M

9

-3C , M-3H , M-3S , M-3S 日と進んできまし

た。 M-4 S についてはすでに述べましたが、 3C

はその時から 4段式が3段式となリ ~12~立に ;ijll i'JJ袋

町 (Control) がついたことによります。ー }j ・ M

-4S のHigh Performance , SuperPerformance

版 M-4S 卜I ， M-4SS が情赴!としてあリ.それが 3

段式として実現したのが M-3H. M-3S です。加 1

-3SII は. ~11 f止のみを M-3S と共川しており M

-3S とあまり似ていないのて eすが.ぷ般の '1> 怖に

よりこのようなず "f昔、になりました。

きて， M ロケットでは作 I止モータに L 名前、がつ

いて必り.これが s活をややこしくしています。 IIIi

倒を広畑 lて';作きますと，当初 'JM ンリーズはすでに

述べたように M-4 S ロケ y トを IH 発占として，

M-4S :(M- lO)• (M-20) I(M-30)+(M-40)

NHSH:(M-12) 十 (M-2~)+( M-32)+(M-42)

M-4SS:(M-ll)+(M-21)+(M-31)+(M-41)

と illi む予定でした(占端は全体としての口ケ y ト

名、( )内はそれを構成するモ-;9 r, )o M-4S1よ

Jj;('\'!, 1VHS!1 は M-4S の形状はそのままに九段判

能向上したもの， M-4S 包は各l立について大型化し

たものです。ここにはられるようにモータの才 I 刷、

の米l己の数7ーの l 桁目は段数を"、しますゆ 2 tiiFI

がi偶数であれば形状が1V HS 咋1. 市数であれば大

1111 のM-4SS 引で .jj 主化に従ってその他が大きく主

ります。 トー Ii 己的ロケソトの'I'には現われませんが.

尖際に使用されることになった M-13 ， ~ト 23 モータ

は.大引ロケ y トの系列のあ 1 I止，1l\ H支の'1' 1 能

li'lI日引のむ叫えです。尖際の jj 主化は IHI 折をま tて.

M-3C :(M- lO)十 (M-22)+(M-3A)

M-311(M-3S):(M-13)+(M-22)I(M-3A)

M-3sn:(M-13)+(M-23)I(M-3B)

と jffi むことになリました (3 S は 3 II の都If止に市 1\

御装置をつけたものでモータの附成は同じ)。特に，

M-3C で全体を 3 段式に変 3どした II 年山で， R米の

4 段式の tA13l 立と(;I:具なるという五味で;;0 3 段モ

タを M-3A と名付けました.このため以後第 3

段モ タとロケ I I 全体の名私、とがまぎらわしく

なりました。また. ミ'/:.-'ョンに比・じて刷いられ

るキ γ クモータには KM を itt' することにし， f抑IJ ;z,
ばKtvトドは Planetary Mission を示し， KM-Dは

ιXOS- I)に対応しています。

•j': 'di研一松尾弘殺



SOMEFIRSTIMPRESSIONSOFISAS

Iadmitit.Ididtheabsoluteminimumofhomework

beforemyvi日Ito Jap川 My knowl 臥Jge oftheJapanese

languageiscon 日ned tolesstlwl1lwelvecommonphmses

.mellikemanywesterner 札 wh 川 l川 Ie IknowofJapaｭ

nese3t1itudesanticustomisbasedonmyownrelll 川IS

cencI 山 or the193 り-4 5 worldwar, thewarfilmswhi じh

出 c stillshownall100I 陀qucntly onourT.V ‘md the

storiesoffundamentaldiffc 同町田川 outlook between

easternandwesternpeopleswhicharctoldbyBritish

businessmenwho.aftertheirfailuretoobtainthecon

traclspcnl1ittingtheimporloftheirparticularproduct ぉ

intoJapan 切 return homedepressed 川d dejected.My

strongest 日目1 111甲陀ssio l1 ofISASisofveryfriendly

andhelpfulpeoplewithnolverydifferentattitudesfrom

westernersandtheseeh ‘lraclcn ぉtics theISAS ぉtarr ‘Ip

pcar10sharewithJ;'lpanesepeopleIhavcbeenm凹ling

everywhere.Con 日dering the 戸)tcntial misunderstandｭ

m邑s whichthelackofabilityonthepaTlofthisv附 101

to 陀ad 山、 d writeinJupun 出C 川d theI配k orr，‘ IInili 山 "y

withth 附 intonation andaccentonthepariofhishost お II

叫yぉ much forthecalibreofallISASstaffthaimuny

foreign'visitor ぉ frequcntly return ぉeveral timestoIheil

In ぉ tllute

Beforemyvisit ‘ if Ihadthoughtharderaboutthe

rolethatth 日 Institute fulfils.Icouldhavecomparedit

withsomeunive 日ity·based res 剖reh institutesinwhich

川strum 口ltation andexperimentsaredevised;.mdexeｭ

cuI 叫L resultsareamllysedundleamedpape 目 ure pre

paredforpublication.Muchmo 陀 than th 凶 occurs m

ISAS.B町出版 c somemcm 回目。 f staffconducl.1Ildt;'lke

ultimateresponsibilityforsophisticatcdrockelandb<llｷ

loonIC 山 at distantloe 川 ions itisquitedifferelltfrom

anywhereeI此 thai Ihavecxperienced.Peoplethmone

hascm;ounte 陀d intheliftoratthecafet 白川山 11 州I11 C

timesbeseendire じ1 1Il g ‘ I launchorcontrollingthe 日卜

dar.inlhi ぉ way fulfillingavery ぉ ignificant p山 t ofthe

ISASactivities

(テイウィ

DavidCockreII
Duringmythree-l11onthslayIlivedintheGuest

House.animaginatively-designedfacililywhichisinｭ

expensivetoyourguesls.Docssomecommitleeconlrol

itsday-Io-dayoperation.Iwonder?If ぉo. doitsmcmｭ

be 山 have rir 尽ト Iwnd experienceofitsconsiderable

successesand it ぉ lillie failings. such ‘IS thelack01

provisionorr'lzorpoint ぉ川 lhe bathrooms.orhowun~

comfort‘Ible ‘III officechairandevenabedcangel
ャ

whenone 日 trY ll1 g tore‘ Id abookon<lrainySUI>d ‘ Iy

川'temoon? D国おおuch a group meet GueslHouse

residenlSfromtimctolime.todi 討CII メSitS operauon10

gClhcr ヴ NOI 川 my owncxpcnence.<lt<lnyrale.

IrIhad ぉtayed longerImighthave日間 ed olhcr

1日ues forwhichIexpectIherearcgood.ralion;.tlCXpl;'lｭ

nations.F，υrex 山nple. whyaretherenobasicscic l1I i日c

h抽h 川 opposed 10public 山on~. inIhelibrary?Why

domyhOSIS.whoclearlylove.mdCf.t悶 for theirchilｭ

dren.01 邑i.l nise theirworkingd‘ty 叩 Ih 川 it wouldbe

difTi じult toseeIlluchlessofthem?

Myfilstimpre 時ions then ‘川 :Iude theob 柑rv 川 Ion

Lh 川 Ihe 町山 c clew'difference 只 in thewayswedothing お

withinourtwocoulllrics.But.‘ IS theFrench ぉay ， Vil're

ladifferellce.' Ifweallbehavedinpreciselythesallle

way.wi 官re wouldbetheCI リoymenl thutwehavein

foreigntravel?Thanksto ‘,111 thekindncs~es ofmyhosts

andhoste~ses. thish出 been asplendidthree-monthvisil

LikemanyothcrforeignvisilOrs.ifIhadtheopportuｭ

nilyIwouldcertainlyliketovi~il ISASagain
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ド・コ γ クレル. レスター大，or:，ヰー Hi' 斤笹川教 Jえ)

⑮
;ヰか勺た 9 JJ がすっかリどこかに行ってしまい.もうすっかり秋の風怖に主っています

II川~I ， j'hl(の美しい姿iJ~{めるよ 7 になりました Y.，街路樹 b 1.< をぬきはじめ.あちら

こちらで泌:!i!1をたく光;止ヵ、日に人ります。冬に «'It:>'って一前線の字節的'I'で.今キャンハ

*'年打上げの i~ili の市備に余念があリません。風邪をひかずに頑張リましょ古 {小 1);( )スでは.
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